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1. 背景 

洋上風力発電は欧州を中心に導入が拡大してお

り，周囲を海で囲われた日本でも導入が期待されて

いる．国内では海洋再生エネルギー発電設備の整備

に係る海域の利用に関する法律 1)や，港湾法の改

正，施工が行われ，国が促進区域として指定した海

域について，国の公募で選定された事業者は最大 30
年間の専有許可を得て事業を実施することができる

ようになった．2022年 9月現在， 8区域が指定され
ており，洋上風力発電事業開始に向けた取り組みが

進められている 2)．その中で新潟県においては，胎

内市と村上市南部の沿岸域が促進区域に指定され，

洋上風力発電の導入が進められる予定である 3)． 
2. 研究目的 

新潟県沖での洋上風力は，NEDO4)によると区域内

の年平均風速は 6.0 m/sから 7.5 m/sと洋上風力発電
において安定した発電が見込まれるとされている．

しかし，新潟県付近では夏季における海上風は，秋

季の台風や冬季の季節風と比較して平穏であること

から，季節変化による発電能力の変化などを把握す

る必要があると考えられる．また，海域付近の北部

は笹川流れなどの丘陵地帯となっており，その影響

で海域北部では風況が変化する可能性がある．よっ

て，岸沖方向の風況の変化とあわせて海域内での発

電能力の違いを把握する必要もあると考えられる．

そこで本研究では，村上市胎内市沖促進区域を含む

新潟県北部海域における海上風の特性の把握を行

い，風況や地形条件などについて 2022年 9月時点で
促進区域に指定され，着床式洋上浮力発電が検討さ

れている他県の 6海域との比較を行った．また，そ
れにより得た知見から新潟県の村上市胎内市沖促進

区域以外の海域について洋上風力発電の適地の検討

を行った． 

3. 対象地点および解析に用いた海上風データ 

本研究では，風況を把握するため気象庁の 5 km格
子メソ数値予報モデル（Meso Spectral Model: MSM)5)

を用い，2017年から 2021年の 1時間ごとの地表の
風データを複数地点抽出し，各促進区域，海域につ

いて 5年間の風況を把握した． 
4. 村上市胎内市沖と他県促進区域の風速 

新潟県促進区域付近の海域の年平均風速は 5.3m/s
で，100m地上高の風速は 6.7m/sと安定した発電が
行われるとされる基準を満たしているが，図 1に示

すように他の促進区域の風速は 5.8〜6.8m/sと促進区
域の中で最も低風速な海域であった．また，新潟県

沖の海域においては，冬季は風速が増大し，高い発

電効率が期待されるものの，夏季の風速の低下によ

り通年の安定した発電は難しいと考えられる． 
5. 村上市胎内市沖と他県促進区域の風向特性 

地点ごとの比較では ESEからの風向は全体の 12.9%
〜19.7%，WNW からの風向は 9.0%〜10.5%で，図 3

に示すように ESE-WNW 方向の風向が卓越している

ことが分かる．しかし促進区域南部の海域においては

図 4 に示すように ESE-WNW の風向だけでなく，多

方向からも吹送する．これは北部の丘陵部の影響が低

下するためと考えられる．また，他の促進区域におい

ては，村上胎内促進区域と同様に日本海側に位置する

秋田県の 4 促進区域においては，すべての区域にお

いて村上胎内促進区域と同様に WNW 風の増大が見

られた．WNW風以外の風向については干拓地や半島

などの影響をうけ，村上胎内促進区域のように一直線

上に風向が集まらず，風車が効率よく風を受けること

のできない風向特性の区域も確認できた．このことか

ら，村上胎内促進区域は比較的風力発電を効率的に行

うことのできる風向特性であると考える． 



 

図 1 各促進区域の月平均風速 

 

 

図 2 各促進区域の月平均設備利用率

 

 
図 3 風向別風速出現頻度(%)(Pt.1,2021年) 

 

 
図 4 風向別風速出現頻度(%)(Pt.3,2021年) 
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6. 村上市胎内市沖と他県促進区域の設備利用率  

 本研究では風力発電を行う上で 1つの指標となる設

備利用率の計算を Renewables.ninja を用いて行った．
なお，設備利用率とは風車が 1 年間で最大発電でき
るよう発電量に対する実際の発電量の割合を示す値

のことである．村上胎内促進区域の年間設備利用率は

24.9%〜27.5%で，5 年間の平均では 26.0%となり
NEDO の指標である 30%を満たす年はなかった．一

方で他県の促進区域においては 29.8%〜34.3%となり，
風速と同様に村上胎内促進区域が最低となった．しか

し，実際に導入される大型かつ最新の風車においては

今回の計算結果以上の設備利用率が予想される．また，

図 2 に示すように千葉県，長崎県の区域においては

通年安定した発電が予想されるのに対し，日本海側に

おいては夏季に発電効率の低下が確認できた． 
7.新潟県内の洋上風力発電の導入の可能性の検討 

 新潟県沖での村上胎内促進区域以外の海域での洋

上風力発電の可能性を検討するために，MSMを用い
て，沖合は 10km 間隔,沿岸域は海岸線に沿うように

5km間隔でMSMの風データの取得を行った．その結

果，村上胎内促進区域と同じ着床式洋上浮力発電が検

討される浅い水深の海域においては図 5 に示すよう

に新潟市沿岸が村上胎内促進区域と同程度の風速で

あることがわかった．しかし，水深の変化が急である

ことと，新潟平野の影響か多方向からの吹送が確認さ

れたため，新潟県沖においては村上胎内促進区域付近

の海域が最適地であると考える．浮体式の洋上風力発

電が検討される深い水深の海域においては，図６に示

すように佐渡の北部や粟島周辺が村上胎内促進区域

以上に高風速で，高い発電効率が期待される海域が存

在することがわかった．また，村上市胎内市沖以上に

高風速であった海域において設備利用率の試算を行

った結果，図 7 に示すように着床式が検討される海

域においては村上市胎内市沖が最も高い設備利用率

であったが，浮体式が検討される水深の佐渡や粟島周

辺の海域においては更に高い設備利用率を示した． 
8.まとめ 

新潟県促進区域付近の海域の年平均風速は5.3m/s
で，100m地上高の風速は6.7m/sと安定した発電が行
われるとされる基準を満たしているが，他県促進区

域と比較し最も低風速であった．また，夏季の風速

の低下による発電効率の低下により通年の安定した

発電は難しい．しかし季節風と海陸風の方向が一致

しているため，風車が効率よく風を受けることがで

きる海域である．また，設備利用率は今回の計算条

件ではNEDOの指標を満たす年は無かった．しかし，

実際に導入される大型かつ高効率な風車では更に設

備利用率が向上すると考えられる．新潟県の海域に

おいては浮体式洋上浮力発電が有効とされる水深で

はあるが，粟島周辺，佐渡北部などに風況に恵まれ

た海域が存在する事がわかった． 
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図 5 新潟県沿岸域のエリアごと年平均風速 

 

図 6 新潟県沖の年平均風速 

 

図 7 新潟県海域の設備利用率 
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